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1. 主な活動の記録 

(1) 活動目標 

品質向上推進特別本部の実行組織である品

質向上推進特別本部 WGは、「品質向上推進ガイ

ドライン（GL）」を発行すること、会員企業がガ

イドラインに基づいて活動し品質向上に努める

こと、を目標としている。 

平成 20 年 10 月に設立した品質向上推進特別

本部 WGは、主として過去に発生した詳細設計の

エラーについて、関東・中部・近畿支部と各地

方整備局の品質活動をモデルとして、現状把握、

受発注者別要因、発生のメカニズム、対応策の

評価・分析を進め、品質向上に対する有効対策

について活動を進めてきた。 

平成 22 年 8月には「中間報告」、平成 23年 3

月に「エラー防止に関するガイドライン・ドラ

フト」を策定し、全国 9支部会員に周知、試行

を行った。その後、平成 23 年 6月までに試行し

た結果を取りまとめ、平成 23年 7 月に品質向上

推進 GLを発行した。 

(2) 品質向上推進 GL の運用状況の把握 

品質向上推進 GL の運用状況の把握のため、

平成 24年度および平成 25 年度業務を対象に協

会加盟会社にアンケート調査を実施した。アン

ケート調査内容は以下のとおりである。 

① プロジェクト毎の運用コストの把握 

② 現状のプロジェクト内における照査歩掛

の妥当性の確認 

③ 第三者照査の実態把握 

④ 企業独自調査の実態把握 

なお、平成 26 年度以降は、照査に係る①プ

ロジェクト内照査、②第三者照査のチェックシ

ート及び赤黄チェックの歩掛実態調査について

アンケート調査を実施している。 

平成 27 年度以降は、国土交通省の詳細設計

業務全般で品質向上推進 GL の運用コストの実

態を把握するために、協会加盟会社にアンケー

ト調査を実施している。平成29年度は平成27、

28 年度発注業務を対象として同様のアンケー

ト調査を行い、結果の分析集計を実施した。こ

れらアンケートと分析結果は、「要望と提案」、

「白書」に反映するとともに、調査結果報告書

として取りまとめ、協会ホームページに掲載し

ている。 

(3)施策の検証および新たな施策の検討 

平成 30 年度は、品質向上に向けた様々な施策

について、その運用実態や効果を検証し、有効

性や課題を整理し、改善策を検討した。WGは会

議体としては開催せず、技術委員会と品質向上

専門委員会が協力して対応した。 

詳細設計業務の品質確保については、合同現

地踏査や赤黄チェックなど受注者による照査の

充実に関する活動、条件明示チェックシートや

業務スケジュール管理表など業務進捗を円滑に

するための施策に、協会及び企業が独自で、あ

るいは国土交通省との協働で取り組んでいる。

これらの施策について、協会企業へのアンケー

ト結果を分析し、施策の効果、課題、運用改善

への提案を整理した。 

以上の成果は、「未来塾」の資料に反映されて

いる。 

 

2. 次年度の活動 

建設コンサルタンツ協会の組織再編により、

品質向上推進特別本部および品質向上推進特別

本部 WGは、平成 30 年度でその役目を終える。

品質向上に係る活動は、中期行動計画（2019～

2022）の施策「品質確保のための制度・仕組み

の確立」を担当する品質委員会へ引き継ぐこと

になる。 
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